
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
埼玉県　所沢市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

72.11 4,773.48 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A1 自治体職員 344,216

－

- 81.68 100.00 2,134 343,997 67.64 5,085.70 【】

全体総括

　今期は、全ての水道利用者の2か月分の料金を免除
し、さらには、消毒液が市場において不足した現状から
次亜塩素酸ナトリウム水溶液から消毒液を製造し無料で
配布するなど、新型コロナウイルス感染症への経済的な
支援策を実施しました。この結果、経営状況は全ての値
が大幅に悪化することとなりましたが、元年度の未処分
利益剰余金を活用することで累積欠損に陥らず済んだも
のです。引き続き、自主財源の確保などに取り組み、経
営の維持に努めていきます。
　今後迎える水道施設の老朽化に対しては、計画的な更
新はもとより、点検・保守・修繕などの予防保全型維持
管理に努め施設を延命かするなど、施設の安全対策に取
り組んでいきます。また、自己財源の確保・再生可能エ
ネルギーの活用への取組を実施しつつ、適正な料金のあ
り方を含め、経営の健全性の確保に努めていきます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　新型コロナウイルス感染症への即効性のある経済的な支援策として、
全ての水道利用者の料金を２か月分免除しました。この支援策の実施に
より、給水収益が前年度と比べて約8億6千万円減少したことで今期は純
損失を計上し、一時的に経営が悪化したものです。

②流動比率
　新型コロナウイルス感染症への支援策により、約1億5千万円の純損失
を計上したことにより流動資産である現金預金が減少したものです。厳
しい経営状況ではありますが、望ましいとされている200％を上回ってお
り、支払い能力は依然確保している状況です。

③企業債残高対給水収益比率
　新型コロナウイルス感染症への支援策により、分母に示す給水収益が
減少したことで指標が大幅に悪化したものです。類似団平均と比べ値は
低い状況ではありますが、更なる効率的、かつ効果的な経営に努める必
要があります。

④料金回収率・⑤給水原価
　小水力発電を利用した再生可能エネルギーの活用に努める等、効果的
な経営に努めていますが、今期は新型コロナウイルス感染症への支援策
により、事業経営は悪化したものです。大幅な悪化は一時的なものでは
あるが、同様の厳しい傾向は今後も継続していくものと考えられるた
め、引き続き適正な料金のあり方を含め、経営の健全性確保に努める必
要があります。

⑥施設利用率
　県水の申込水量が前年に比べて減少し、実績に近い配水能力を設定し
ていたため改善しました。なお、平成30年度より分母数値は一日配水能
力を用いることとし、実態に即した数値となりました。今年度は類似団
体と比較し、高い数値を示しているが、引き続き施設のダウンサイジン
グ等、水道施設の規模適正化を検討する必要があります。

⑦有収率
　類似団体の平均と比較し、高い有収率を保っています。管路の布設替
えなどにより無効水量の上昇を抑えるため、引き続き適正な維持管理や
老朽管更新等を計画的に行い、有収率の低下を防ぐ取組みが必要です。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　使用年数が法定耐用年数の5割程度を経過している状
況です。事業費の平準化を図りつつ、計画的に更新して
いく必要があります。

②管路経年化率
　類似団体と比べ老朽化の度合いは低い状況といえま
す。しかし、値は増加傾向にあるため、計画的に更新し
ていく必要があります。

③管路更新率
　類似団体と比較すると更新投資は多いといえます。し
かし、②管路経年化率は増加傾向にあり、老朽化が進行
しています。引き続きダウンサイジングなど有効な対策
を考慮し、計画的な取り組みが求められます。

2. 老朽化の状況

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 1.59 1.90 1.80 1.36 1.82

平均値 0.73 0.74 0.75 0.73 0.79

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 116.47 113.83 109.52 109.93 97.37

平均値 117.25 116.77 115.41 113.57 112.59

47.50

48.00

48.50

49.00

49.50

50.00

50.50

51.00

51.50

52.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 49.10 48.98 49.21 49.58 49.74

平均値 49.10 49.66 50.41 51.13 51.62

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 6.51 7.45 8.40 11.49 12.66

平均値 17.42 18.94 20.36 22.41 23.68

①経常収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 704.53 504.34 457.31 512.67 374.65

平均値 249.08 254.05 258.22 250.03 239.45

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 86.97 102.09 124.57 148.29 198.19

平均値 266.66 258.63 255.12 254.19 259.56

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 105.63 102.30 99.82 98.83 85.90

平均値 110.87 110.30 109.12 107.42 105.07

130.00

135.00

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 139.60 144.16 147.52 148.02 141.50

平均値 150.54 151.85 153.88 157.19 153.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 57.52 58.00 80.15 74.63 81.33

平均値 63.18 63.54 63.53 63.16 64.41

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 97.14 96.86 97.49 97.47 97.88

平均値 91.60 91.48 91.58 91.48 91.64
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グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

46,069,36672.3 平均値 41,785,853 44,571,078 45,346,697 44,774,25757.6 平均値 70.5 68.9 70.2 72.0平均値 52.7 52.8 54.2 55.4

81.9 83.5 63.5 68.9

H30 R01 R02

当該値 74.3 75.2 72.3 74.9 77.7 当該値

H29 H30 R01 R02 H28 H29

50,506,224 50,307,592 50,636,735 50,677,592 50,595,16372.9 当該値

15.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影
響を受け、健康検診事業の休止・縮小等により医
業収益が大幅に減少することとなったが、発熱外
来の開設、所沢市医師会ＰＣＲ検査センターの運
営協力など、公立病院としての役割を果たしてき
た。
　病院事業の経営にあたっては、引き続き厳しい
状況が想定されるが、発熱外来の継続、新型コロ
ナウイルスワクチン集団接種会場への医師・看護
師の派遣など、公立病院として地域の中で必要と
される役割を安定的・継続的に果たしていけるよ
うに努めていきたい。

H28 H29 H30 R01 R02 H28

87.1 平均値 17.6 17.4 16.0 16.08,904 平均値 79.5 81.1 81.6 80.129,162 平均値平均値 24,479 25,136 26,485 27,761

57.5 56.6 56.8 55.811,362 12,298 12,758 13,123 18,311 当該値

8,000 8,023 8,109 8,307

当該値 25,743 25,405 26,891 29,516 29,474 当該値

H30 R01H29 H30 R01 R02 H28 H29

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　①～③について、令和元年度までは類似団体の
数値を上回り推移してきたが、令和２年度は新型
コロナウイルス感染症拡大の影響により人間ドッ
ク等の健診事業の休止・縮小があったことや、外
来患者数の大幅な減少などにより、医業収益が大
幅に落ち込み、②については急激に悪化した。
　大幅な減収により資金不足が懸念されたため、
一般会計からの繰入の追加をお願いしたことによ
り①については数値が上昇した。

2. 老朽化の状況について

H28 H29 H30 R01 R02 H28 R01 R02 ①～③いずれの項目も類似団体の数値を上回って
おり、施設の老朽化が進んでいると言える。
　本館は昭和５１年度に建設されたもので、周辺
設備も含め老朽化が進んでおり、①有形固定資産
減価償却費率が高くなっている要因の一つとなっ
ている。施設の老朽化が進み修繕に係る費用も増
加傾向にあるため、施設の整備など適切な対策を
講じていくことが必要である。
　②器械備品については、医療情報システムの減
価償却が平成30年度に終了したため、数値が減少
していたが、再び上昇傾向にある。

R02 H28 H29 H30

19.8 22.0 21.5 21.8 27.991.5 当該値

平均値 63.4 62.3 59.4 61.4 55.9平均値 156.6 106.0 118.7 121.7 132.3平均値 69.5 67.7 66.8 67.8 65.0平均値 96.2 94.8 96.1 96.7 98.0

当該値 49.1 49.0 48.4 59.0 47.0当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.075.6 77.0 77.7 59.2当該値 96.9 95.3 97.6 98.3 110.3

Ⅰ 地域において担っている役割
　埼玉県西部区域にある当センターの果たすべき
役割として、在宅医療の後方支援、所沢地区での
第二次救急医療体制の病院輪番制への参加、医師
会やその他医療機関の協力によるすべての時間帯
で対応可能な小児初期救急医療体制の維持、健診
事業による市民の健康保持・増進への貢献に加
え、地域での回復期機能病床の不足解消に向けて
平成３０年１１月より急性期機能病床の一部を地
域包括ケア病床機能に転換した。

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28 H29 H30 R01

当該値 76.5

年度 - 年度 - 年度
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

344,216 6,246 非該当 非該当 １０：１ 37

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

-

直営 6 - ド 訓 - - - 49 【】

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 49

許可病床（合計） －

経営比較分析表（令和2年度決算）
埼玉県所沢市　市民医療センタ－

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

①有形固定資産減価償却率
　平成25年度に地方公営企業法を全適用する際に保有資
産を再評価したことにより数値は低いものの、減価償却
が進んでいる状況下において施設の老朽化は進行してい
る状況です。老朽化対策に向けて、施設の点検・検査に
より現状の把握に努め、施設の安定稼働に向けた取組は
必要です。

②管渠老朽化率
　直ちに対策を講じなければならない状況ではないもの
の、施設の点検・検査により現状の把握に努め、施設の
延命化などの効率的な運営に努める必要があります。

③管渠改善率
　所沢市ストックマネジメント実施方針に基づき、計画
的な施設の点検・調査及び修繕・改築を進めており、陥
没事故や機能停止を未然に防ぐよう努めている状況で
す。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営状況として、経費回収率は100%を下回っており、
一般会計からの基準外繰入金（赤字繰入れ）に依存した
状況が続いております。今後、自立的な経営に向け、新
たな自己財源の確保により収益向上を図り、一層の経営
改善に取り組む必要があると考えます。
　管路の経年化率は年々増加している傾向であるため、
施設更新に伴う費用の急増に備え、経営計画に基づき、
費用の平準化や、資本費の抑制のための建設投資の効率
化を図り、さらに長期的な目線で施設更新に対する財源
の確保に取り組む必要があると考えます。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　今期も数値が100％を上回り、経営の健全性は確保されたも
のの、未だ一般会計からの基準外繰入金（赤字繰入れ）に依
存している状況は続いています。さらなる自己財源の確保な
どに取り組みつつ、効率的かつ効果的な事業経営に努める必
要があります。

②累積欠損金比率
　平成30年度の使用料改定により経常利益が確保され、令和
元年度に繰越欠損金が解消されました。

③流動比率
　数値が改善しているように見受けられるが、建設工事の繰
越しとなったことで現金支出が抑えられ、さらに10億円強の
企業債借入により現金預金が増加したものです。さらなる経
営の健全化に向けた取組が必要です。

④企業債残高対事業規模比率
　企業債の借入れが続いているものの、順調に償還は進んで
おり、前年度の平均値と比較しても低い割合が継続していま
す。しかしながら、下水道処理区域の拡張、雨水対策などに
備え、さらなる経営の健全化に向けた取組が必要です。

⑤経費回収率
　今期も数値が100％を下回っている状況であることから、自
己財源の確保に努めるなど、なお一層の経営の健全化に努
め、一般会計からの赤字繰入の削減に努める必要がありま
す。

⑥汚水処理原価
　水洗化率上昇に合わせて年間有収水量が増加する中、汚水
処理費も増加傾向にある。現状は流域下水道維持管理負担金
の単価が継続されていることから、原価の高騰が抑えられて
いるが、経費削減により費用抑制に努める必要があります。

⑧水洗化率
　横這いの状況が続いているため、接続率 100％に向けて、
引き続き水洗化の促進活動に取り組む必要があります。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 77.23 94.47 93.76 1,639 324,987 32.85 9,893.06

72.11 4,773.48 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ab 自治体職員 344,216

経営比較分析表（令和2年度決算）
埼玉県　所沢市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00
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0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

0.18

0.20

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.02 0.05 0.09 0.04 0.11

平均値 0.16 0.10 0.12 0.19 0.19

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 93.94 96.85 103.82 104.89 103.31

平均値 109.82 106.55 106.78 106.31 107.05

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 12.11 14.78 17.07 19.67 22.11

平均値 25.28 28.24 29.38 30.60 27.39

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 4.04 4.50 5.66 6.50 7.26

平均値 4.08 3.67 3.45 5.02 5.86

①経常収支比率(％)

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 2.55 6.59 2.11 0.00 0.00

平均値 0.45 0.41 0.19 0.05 0.00
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250.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 128.28 128.22 174.96 187.64 216.34

平均値 67.70 83.46 80.64 88.10 84.84
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H28 H29 H30 R01 R02

当該値 630.11 639.77 564.78 542.49 532.79

平均値 599.93 612.60 606.80 585.56 565.62

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 81.80 82.13 99.43 99.31 98.12

平均値 95.76 100.97 101.84 101.62 102.36

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 99.03 98.38 97.35 99.39 98.92

平均値 119.00 118.78 119.39 117.41 114.01

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 - - - - -

平均値 64.66 70.37 68.30 67.37 67.71

95.50

96.00

96.50

97.00

97.50

98.00

98.50

99.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 98.22 98.44 98.35 98.37 98.50

平均値 97.08 96.75 96.78 97.00 97.24

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.67】 【3.64】 【67.52】 【705.21】

【95.57】【59.57】【134.52】【98.96】

【36.52】 【5.72】 【0.30】


